
 

 

長
良
●

岩
野
田 

九
条
の
会
だ
よ
り

★ 

こ
の
会
は
思
想
・
信
条
の
違
い
を
超
え
て

日
本
国
憲
法
九
条
を
守
る
た
め
の

有
志
に
よ
る
活
動
の
会
で
す
★

～2023 年こそ！明るい年にしよう！ 

2022(令和 4)年は日中友好条約 50 年・日朝平壌宣言 20年の年でした。 

日本は多大な犠牲を強いた中国とどういう関係を築こうとしたのか？ 

北朝鮮との宣言の合意に基いて、拉致問題や過去の植民地問題を 

どう解決していこうとしたのか？ 等々・・ 

振りかえるべき年だったにも拘わらず、反中国・反北朝鮮の世論を 

焚きつけるような政府の外交でした。 

私たち「九条の会」は、これからも隣国を知り、隣国を尊重し、 

隣国と平和に共存していく道を模索していきます。 

今年も「おたより」をお届けしますので、よろしくお目通し下さい。 

最
近
の
岸
田
政
権
の
暴
走
は
目
に
余

り
ま
す
！

12

月

16

日
に
は
「
安
全
保

障
関
連
３
文
書
」
の
改
定
で
は
歴
代
政

権
が
戦
後
一
貫
し
て
否
定
し
て
き
た
反

撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
の
保
有

や
防
衛
関
連
の
予
算
を

27

年
度
予
算

に
対

G
D

P

の
２
％
へ
倍
増
を
明
記
し

て
閣
議
決
定
し
た
の
で
す
。
岸
田
首
相

と
政
府
与
党
の
認
識
の
は
じ
ま
り
は

11

月

22

日
提
出
さ
れ
た
「
国
力
と
し

て
の
防
衛
力
を
総
合
的
に
考
え
る
有
識

者
会
議
」
の
報
告
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は

10

名
。

座
長
は
元
駐
米
大
使
、
メ
デ
イ
ア
（
朝

読
日
経
の
幹
部
）
と
企
業
の
ト
ッ
プ
で
、

安
全
保
障
や
憲
法
・
経
済
・
財
政
の
専

門
家
を
排
除
し
て
軍
需
産
業
の
企
業
論

理
だ
け
で
一
国
の
安
全
保
障
を
論
じ
て

い
る
の
で
す
。

主
た
る
要
点
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
」
と
「
防
衛
費
の
倍
増
」
で
す
。 

こ
の
報
告
書
は
、
安
全
保
障
の
状
況
を

改
善
す
る
手
法
に
つ
い
て
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
な
ど
の
防
衛
力
強
化
あ
り
き

と
し
て
い
る
た
め
、
従
来
の
「
憲
法
９

条
」
に
よ
る
専
守
防
衛
政
策
か
ら
抑
止

政
策
に
転
換
す
る
こ
と
が
、
安
全
保
障

の
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
否
か
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
最
近
、「
防
衛
力
の
強
化
は
当
た
り

前
」
の
大
政
翼
賛
状
態
で
、
メ
デ
イ
ア

の
多
く
は
無
批
判
に
報
告
書
な
ど
を

流
す
ば
か
り
で
、
社
説
・
解
説
で
も
根

源
的
批
判
は
殆
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

安
全
保
障
を
ど
う
す
る
か
の
議
論

は
何
ら
進
ん
で
い
な
い
の
に
「
防
衛
費

の
財
源
は
〇
〇
税
に
よ
っ
て
確
保
す

る
」
と
言
う
の
は
本
末
転
倒
で
す
。

日
本
は
武
力
行
使
の
国
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？
軍
事
力
強
化
以
前
に

外
交
努
力
な
ど
・
・
す
る
こ
と
が
他
に

あ
る
は
ず
で
す
。 

 
(

文
責
：
井
口) 

★

防
衛
費
増
大
の
前
に
や
る
こ
と
が
・
あ
る
は
ず

？
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※
左
図
は
水
島
朝
穂
氏
の

敵
基
地
攻
撃
イ
メ
ー
ジ
で
す




